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　田原市は、東海地震の地震防災強化地域や南海トラ
フ地震防災対策推進地域に指定されるなど、大規模地
震の危険性が高い地域にあります。このような大規模
地震が発生した場合にも、迅速に議会機能の回復を図
り、市民ニーズを的確に反映した復旧・復興に早期に
取り組むことができるよう、田原市議会では、議会独
自の業務継続計画（BCP）の策定を進めています。
　現在、検討の主体である議会運営委員会において、
月1回のペースで検討会を開催し、活発な議論を重ね
ています。

■BCPって？
　BCPは、「Business	Continuity	Plan」の略で、災
害や事故など不測の事態を想定して、事業継続の視点
から対応策をまとめたものです。

議会BCP策定に向けて

7月24日・8月16日
愛知県後期高齢者医療
広域連合議会

8月8日・9日
東三河広域連合議会

7月24日に臨時会、8月16日に定例会が開
催され、田原市議会代表の森下田嘉治議
員が出席しました。

定例会が開催され、田原市議会選出の長神
隆士議員が「介護保険施策の展開」につい
て一般質問を行いました。

7月21日
京都府京田辺市　行政視察受入

7月26日
東三河8市町村議員　研修会

「議会だよりの取り組みと編集」につい
て視察を受け入れました。

東三河8市町村の議員・議会事務局職員
が集い、「『地方創生』時代における議会
の役割」についての講演を聴講しました。

7月18日
東三河市町村議会議長協議会
定期総会

7月26日
民間保育園などと意見交換

東三河8市町村の議長・副議長が集い、
国などへの要望（道路整備等）が議決さ
れました。

文教厚生委員会が、市内の民間保育園お
よび認定こども園との意見交換会を行い
ました。

議
会
の
活
動

田原市総合防災訓練に参加
　災害時には、議会として、被災地域の状
況や被災者のニーズなどを正確かつ迅速に
情報収集する必要があります。
　平成29年8月26日（土）に行われた田原
市総合防災訓練に議員が参加し、議会情報
伝達訓練を行いました。情報伝達には、議
会独自で設けているグループウェアシステ
ムの活用が有効なことから、その機能を活
用して、議員が避難所の状況などを情報収
集して、災害対策本部と情報を共有しまし
た。


